
036 INTERNET MAGAZINE No.4

インターネット・フロンティア・スピリットを見た
h取材・執筆　今泉 洋 &編集部　協力：石川和也

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET MAGAZINE No.4 037

4インターネットの情熱とともに成長したい【バンク・オブ・アメリカ】
5技術とアイデアで光るスモールビジネス【ファーキャスト】
6公園のない街に人は集まらない【インターネット・マルチキャスティング・サービス】

7危機管理に活かされるインターネット【米連邦緊急事態管理庁】
8新しい民間外交の場を提供【スタンフォード大学日米技術経営センター】

HOT POINT：本場のアメリカのインターネットカフェを見た！
HOT POINT：博物館でもCU-SeeMe
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1新世界秩序の胎動【インターネットソサエティ】
2求められる統合的セキュリティシステム【EIT/コマースネット】
3協調から始まる新しい世界【ネットスケープコミュニケーションズ】

日本ではインターネットが新聞の話題にならない日がないほど

盛り上がっているが、本場アメリカでは、今、どのように捉えているのだろうか？

また、業界をリードするキーパーソンたちは、

どのようなグランドデザインを描いているのだろうか？

アメリカのインターネットのフロントランナー8人を訪ねるために、

編集部はアメリカに飛んだ。そして、そこで見たのは、

いかにもアメリカ的なインターネット・フロンティア・スピリットだったのだ！
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日本社会に働く力学

いま、町の書店には「情報スーパーハイ

ウェイ」や「インターネット」といったタ

イトルの雑誌特集や書籍が氾濫している。

そして、そのどれもが「大変だ」、「巨大市

場の登場だ」、「我々は大変革を迫られてい

る」と叫んでいるように見える。実際に読

んでみると、単なる技術的な解説に過ぎな

かったり、ピンぼけの観測記事であったり、

意外に冷淡というか拍子抜けするような内

容であったりするわけだが……。

考えてみればかつての「ニューメディア

ブーム」から始まって、「マルチメディア」、

そして現在の「インターネット」に至るま

で、こうした“見出し”はどれもどこかで

見た、煽るようなものばかりだ。いや、お

そらくそれ以前から、我々は常に“外”か

らもたらされる新しい技術やトレンドとい

う脅迫観念にせきたてられてきたのではな

かったのか、とも思えてくる。

一方では、「インターネットもまたニュー

メディアの二の舞じゃないの？」とシラけ

た声も聞こえてくる。しかし問題は、果た

して“二の舞”になるかでも、今度は本物

かどうかでもない。本当に問われるべきは、

勝ち馬に乗ろう、落ちこぼれないようにつ

いていこうとする我々の態度であり、そこ

を弱味とつけこんで煽っているメディアの

姿勢なのだ。

いったい、こうした我々の社会のキャラ

クターはどこに根があるのか。端折った言

い方をすれば、敗戦後の日本が選択した社

会の仕組み、戦勝国たる西欧諸国にキャッ

チアップするための最適な形、つまり効率

性追求のための階層型トポロジーである。

個が全体の中に位置づけられ、与えられ

た機能を着実に果たしさえすれば、全体は

効率的にあらかじめ設定された目標目的を

達成できる。そして個は、集団に危機が及

ぼうとしているときにこそ、団結力を強め、

しゃにむに努力する。これを煽ってきたの

が、先に述べたようなマスコミの態度だっ

たのではないか。

このような見方には異論もあるだろう。

確かに、高度成長はボトムアップによるフ

ァインチューニングを繰り返し、不断の改

良を続けて、日本型産業構造に磨きをかけ

ることで可能になったという側面もある。

だが、その基本的なパラダイムには手がつ

けられていなかったのではないか。

しかし一方では、こうした形で我々の国

が運営されることになった理由が納得でき

ないわけでもない。いま、ここに我々がこ

うして存在しているのは、そのおかげでも

あるわけだから……。問題なのは、必要に

迫られた選択ではあったものの、我々の社

会が目標に向かってあまりに最適化してし

まったために、それ以外の余剰と判断した

リソースをどんどん排斥してしまったこと

だ。そしてさらに大きな心配は、我々の心

の持ち方までもが効率万能主義の階層型組

織という形に操られ、いまだに影響を受け

続けているのではないかということである。

だから我々の社会は、個人の自由な意志や

多様性を積極的に認め、協調していこうと

する寛容さに乏しいのではないか。

「世界最大のネットワーク、インターネッ

ト」という言葉を聞くとき、こうした日本

社会の一員としての我々は、何か落ち着か

ないものを感じる。そして、ひょっとした

ら「大変だ」とセンセーショナルに煽り立

てているマスコミは、その落ち着かない部

分をきちんと検証しないまま、全員に同じ

方向を向かせ、団結させ、頑張らないと危

ない、という旧来のパターンをまたもや繰

り返している……そう考えてしまうのは私

だけだろうか。

インターネットには従来の日本社会とは

全く異なる力学が働いているのではないか、

という予感だけはある。しかし、その正体

が何なのかは、この社会にがっちり組み込

まれ、毎日を忙しさにかまけつつ、安穏と

暮らしていては分かりにくい。それをこの

目で確かめようと、我々は今回のインタビ

ューを試みた。ともかく一度、この日本と

いう枠から出て、帰ってくるときにどんな

温度差を感じるかを試してみたいと思った

のである。

アメリカにインターネットのフロンティア・
スピリットを見る
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ネットワーク・トポロジー

インタビューについては本文を読んでい

ただくとして、今回の取材を通じ、改めて

気づかされたことがある。

いまさらいうのもおかしいが、アメリカ

は移民の国、しかもどこかの国から逃れて

やってきた人々がつくった国である。その

意味で、政府という存在に対して、多くの

人が基本的に不信感、嫌悪感を抱いてい

る。強大な権力を持ちながら閉鎖的で、自

己目的化しがちな官僚組織が、本当に一人

ひとりの人間にとって役立つとは考えてい

ない。

今回訪れた中で、FEMA（p.59）は、

そうした政府組織の中でも特殊なミッショ

ンを持つといえるかも知れないし、それを

構成しているのは様々なバックグラウンド

を持つプロフェッショナルな個人たちで、

けっして閉鎖的組織ではない。にもかかわ

らず、政府機関の一員としての彼らの行動

に対するマスコミのチェックは執拗だ。中

にはメディア出身の人たちも多くいるが、

彼らでさえマスコミとうまくやっていくこと

の困難さを語っていた。

だがアメリカの社会は、単に不信感をあ

らわにし、手をこまねいているだけではな

い。自らできることは、ともかくやってし

まおうとする。パブリック・セクターさえ

も、最初から政府の領分だと投げてしまう

のではない。新たなニーズに気づき、実現

の可能性さえつかめば、非営利組織という

形で実現していく仕組みを彼らの社会は持

っているのだ。

確かに荒々しい国ではあるし、刺々しい

社会でもある。だが個人の権利を、政府に

委ねてしまい、それを肥大化させることに

は誰もが反対する。こうした文脈の上に、

彼らの誰もが意識していたのが、個々人の

相互扶助、協調の精神である。

既存の政府は信用しない、どこかに新し

い形があるはずだ。もっといえば、問題解

決に対して必要なのは、各々の分野のプロ

フェッショナルとそれらをコーディネートして

いく協調の場だ。その時々に応じて新たな

形を作りながら問題を解決する最適な方法

があるはずだ、というのが彼らの考え方の

ベースになっている、といっていいだろう。

社会のネットワーク化の本質は流通革命

だという話がある。これまでなんらかの階

層的な秩序の下に存在していた個が、突然

その枠を飛び越えて、勝手な相手と結び付

き始めてしまう。彼らにとって、そして私

たちにとって、新しいグローバルなメディ

アとしてのインターネットは、地域や政府、

文化といった、従来我々を縛り付けていた

ものからの解放と新たな協調関係を作り出

す“場”なのではないか、と思う。

確かにこうした動きは、我々がこれまで

大きく依存してきた文化や諸々の制度との

間に摩擦を生むだろう。すでにインターネ

ットは、従来の学術・研究の場から一般の

情報流通へと領域を広げ、さらに経済シス

テムを支える信用の情報の世界にまで手を

広げようとしている。経済社会では誰もが

その行動基盤としている（だからこそ国単

位で管理されている）「お金」というトリガ

ー能力の高い情報の流通までが変化してし

まうかもしれないのだ。

こうした事態を前に、ある人は開かれた

新世界経済秩序という明るい展望を見てい

る一方、別の人たちはかたくなに独自の伝

統を守ろうとするアラブ世界などとの文化

衝突を懸念している。だが、これは決して

我々に無縁の話ではない。

ネットワークというトポロジーは、明ら

かに我々が暮らしてきた日本社会のあり方

とは違う力学的世界を実現してしまう。お

そらく今後、我々は様々な場面で文化的摩

擦を体験することになるだろう。そのとき、

たまたま他人より早くインターネットという

メディアに関わってしまった“あなた”とい

う個人は、どう動くべきなのか。このインタ

ビューから、自分自身で考えるためのヒン

トを読みとっていただけたら幸いである。
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ビジネスが牽引するインターネットの普及

アメリカでのインターネットに対する評

価ですが、特に新聞の生活欄やビジネス欄

で取り上げられることが非常に多くなって

きています。また、テレビのニュース番組

でもWWW（ワールド・ワイド・ウェブ）

サイトのアドレスが紹介されることが多く

なってきました。

そもそも、インターネットがここまで注

目されるようになった最大のドライビング・

フォースは、なんといってもビジネス現場

におけるニーズの高まりだと思います。名

刺にインターネットのアドレスが書かれて

いることが増えてきました。ビジネスの分

野で誰かがそんなことをやり始め、企業間

P R O F I L E

ISOC（Internet SOCiety）は、インターネットにかかわる個人および団体で構成される国際的

な学会として、1992年に設立された。インターネット発展のための国際的な協力態勢の促進、

ネットワーク技術やアプリケーションの開発、標準化の作業、インターネットに関する調査と教

育などを主な任務とする。年に1回、国際会議も主催している。本部はアメリカのバージニア州

レストンにある。 jhttp://www.isoc.org/

新世界秩序の胎動

【インターネットソサエティ】
エグゼクティブ・ディレクター：アンソニー・ルツコウスキー氏

の競争で少しでも優位を示すということに

なると、他の連中も遅かれ早かれ同じこと

をやらざるを得なくなる、というわけです。

このような認識のシフトが起こって、イン

ターネットが社会に受け入れられるように

なってきたということです。

インターネットが普及した最初の波は、

電子メールでした。そして今、WWWによっ

て、第2のブームの波が押し寄せてきてい

るところです。最近では、「WWW.会社名」

というアドレスをタイプすることが増えてい

ます。それだけ多くの企業のホームページ

が作られているということを意味している

わけですが、これは驚くべきことですね。

世界規模でのコミュニティ再統合

今、世界的に新しい情報インフラのあり

方が問題となっていますが、インターネッ

トといえども、その一部にしかすぎません。

通信設備、アクセスしやすい環境、低価格

のアクセス、電話もマスメディアもインフ

ラとしては重要なのです。ですが、開放的

で、しかも効率的なコンピュータの利用と

いうことになると、インターネットはとりわ

け有利な地位にあります。

また、技術的な側面を離れて考えてみて

も、人的な資源をうまく統合するという点

で、インターネットには大きな価値がある

と思います。「誰がどういうことを知ってい

るか」、あるいは「どういう人に連絡するこ
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とができるか」といったことが簡単に調べ

られるという点では、インターネットにま

さるものはないでしょう。

「人間はお互いにどう交流するか」とい

うことに関する1つの理論があるのですが、

それによると、「間に6人くらいの人をはさ

むと、世界中の人はみな知り合いだ」とい

うのです。つまり、どんな人でも、人間関

係をどんどんたどっていくと、共通の知り

合いがいたりするんです。その意味で、イ

ンターネットは、まさにそうした機能を持

つメディアだと思います。

インターネットでは、地球的な規模で人

的資源のコラボレーションが進行していま

す。従来の言語やコミュニティによる境界

線が次第に薄れてきて、各人の興味や職業

などによって形づくられるバーチャル・コミ

ュニティが出現してきているのです。これは

大変なことです。私たちは、インターネッ

トを通じて、人間同士のネットワークを組み

替えようとしているともいえるでしょう。

インターネットの今後については、私は

楽観的です。確かに、長い目で見ると、政

府による規制の問題があります。人々がア

クセスできるネットワークや手に入れられ

る情報を規制しようとする地域や専制的な

政府を持つ国々では、インターネットとの

間で何か問題が起こるかもしれませんが、

幸いなことにアメリカでは、インターネッ

トの発展に逆行するような反動的な動きは、

ほとんどないんですね。地球的な規模で見

れば、アラブ世界との間で見られるような、

異文化間の対立というようなことが問題に

なるかもしれませんが……。

拡大進化するWWW

WWWに関していえば、3つの興味深い

動きがあります。まず第1に、ワードとか

エクセルとか、他のアプリケーションに組

み込まれて、比較的シームレスにWWWを

使えるようになるだろうということです。

2番目は、デジタル支払い処理システム

の実現という方向です。デジタルマネーが

経済に大きな変化を巻き起こすことになる

でしょう。トランザクションの処理コスト

が小さいので、これを使えば少額の商品で

も流通させることができます。インターネ

ット上でいろいろな面白いビジネスが展開

されるようになると思います。

第3の新しい動向は、コラボレーションの

領域にあります。WWWを開発し、現在MIT

でW3C（World Wide Web Consortium）

にいるティム・バーナーズ・リーは、特別

なWWWのクライアント-サーバーシステム

を構築しています。ひと言でいうと「バー

チャル・バス」と呼べるようなもので、こ

のサイトにはどんな人がいるのか、どんなイ

ンタレストグループがあり、どんなことが話

題になっているのか……そういった情報を

教えてくれたり、また参加もできるのです。

その試験運用として、次のインターロップ会

議の開催と同時にバーチャルインターロップ

を行うつもりです。

デジタルマネー出現の問題点

こうした一連の流れの中では、特にお金

のトランザクションが、どれだけ速やかに

実現されるか興味がありますね。今世紀末

までには、1,000億くらいの市場規模にな

ると予測する人もいますが、私もそれは可

能な数字だと思います。

現在の経済システムとの間で摩擦が起こ

るとすれば、1つに為替の問題があるでしょ

う。また、マネーロンダリングなど、違法

な利用があれば、政府の干渉を招くと思い

ます。さらに大きな影響があると予想され

るのが、関税の問題ですね。ただ、世界貿

易機関とかガット、地域間の貿易協定など

が国際的な金融取引の障壁を低くしようと

しています。それは、デジタル金銭処理シ

ステムの発展にとっては有利な動きだとい

えます。政府による干渉を制限するように

作用するからです。

私は2～3週間前にフィラデルフィアで開

かれた外交問題の会議に出ていたんですが、

その中のGII（Global Information Infra-

structure、世界規模の情報基盤）分科会

で、そのことが話題になっていましたね。

実は、10年前に米国と諸外国との間でそ

ういった課題を検討していた法律家の集団

があったんです。彼らは84年ごろに「The

Law of the Networks」という報告書をまと

めて、いったん解散したんですが、また同じ人

たちが、今度はかなりのリアリティをもって

取り組むことになりました。今月（1995年2月）

末のブリュッセルの情報通信サミットでも

そのことが話題になるでしょう。

インターネットの課題とISOCの新たな役割

インターネットソサエティには、ネット

ワークのアーキテクチャーやそのオペレーシ

ョンなど、技術的側面での貢献が期待され

ているわけです。しかし、今後は、法律的

な問題や規制についても検討し、他の組織

の活動をコーディネートしたり、各国政府

と協議したり、情報を共有するというとこ

ろで協力していけると考えています。

私たちの基本的な役割というのは、技術

の投げかける新しい課題に立ち向かうため

に基礎条件を整え、異なる立場の人びとを

コーディネートすることだと考えています。

インターネットの第1段階は1983～1993

年くらいの、DARPA（Defense Advanced

Research Project Agency、国防総省国防

高等研究計画局）を起点とする非常に限

られたユーザーのコミュニティがあった時期

です。その後、それが2つの方向に分かれ
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hいったいインターネットの規模はどれく

らいなのか？その根拠は？インターネット

がマスコミに取り上げられるようになって、

編集部にもこうした質問が寄せられること

が多くなった。

2,000万人とも3,500万人ともいわれる

ユーザー数。実際、インターネットの利用

がこれだけの規模に達しているという事実

さえあれば、数百万といった端数（？）に

厳密であろうとする意味があるのだろうか

とも考えてしまう。だが、どうやら数字は

ある種の人々にとって魔法のごとき効果を

持つらしい。そこでこの機会を利用して、

ISOCがどのようにしてインターネットの規

模を把握しているのかを尋ねてみたところ、

次のような答えが返ってきた（以下、ルツ

コウスキー氏談）。

以前、ITU（International Telecommuni-

cation  Union）で電信電話システムの利用

実態について、世界各国の政府からの数字

を受け取る立場にいたが、私の経験上、一

国の官僚組織であっても正確な数を手にす

るのは難しいと見ている。多くの場合、各

国政府から提供される情報は5～6年前の

もので、また、間違っていても検証する方

法はない。

一方のインターネットでは、かなり組織

的な調査を行うことができる。たとえばIAB

（Internet Architecture Board）はルータの

情報から、接続できるネットワークの数を

正確に測り、2～3日ごとに最新の数字を

出している。接続されているコンピュータ

数については、ここ15年ほど、3か月に1回

世界中のDNS（Domain Name System）

にアクセスし、公開されているホスト数を

調べている。ヨーロッパでも、アムステルダ

ムのMaster of Registry Officeが同様の計

測を行っているが、その2つを比較しても、

数パーセントしか違わない。

去年10月の時点で接続されているマシ

ン数は400万台と発表されているが、それ

はパーソナルコンピュータかもしれないし、

数百人のユーザーを抱える企業内のワーク

ステーションかもしれない。あるいは2,000

人程度のユーザーを抱え、大規模オンライ

ンサービスにゲートウェイしているマシンで

あるかもしれない。こうしたことから、数字

をもてあそんでインターネットのユーザー数

を大げさに発表している人もいるが、実際

には正確な把握は不可能だと思う。ただ、

誰もが同意している数字は2,000万から

3,500万人くらい。そういうおおまかな推

測では駄目だということになると、数字を

出すのは無理だ。
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ています。1つはパブリックな方向、すなわ

ち、研究機関やアカデミックなコミュニテ

ィに支えられたものです。もう1つは、企業

などの内部で行われていたインターネット

です。こちらは、周辺機器などの売れ行き

から、かなりの規模だとは思われますが、

その実態はよくわかりません。

パブリックなインターネットは、80年代

後半からコマーシャルプロバイダーが次々

に登場し、拡大していきました。電子メー

ルが普及し、インターネットにゲートウェ

イし始めたのです。これが1年か1年半くら

い前までのことです。パブリックの部分が

劇的に増加し、基本的には誰もがインター

ネットのユーザーになったわけです。

最近では、これに加えて、企業内のユー

ザーがインターネット接続を始めるように

なりました。その結果、アカデミックなコミ

ュニティの比率が相対的に低下したわけで

す。現在、登録されている「.com」ドメイン

は35,000くらいであるのに対し、「.edu」ド

メインはわずか2,000くらいです。ただ、こ

れはアカデミック分野の利用が増えていな

いということではなく、他の部分が飛躍的

に数が増えているということなのです。

基本的には、私は心配することはないと

思うのですが、ただ1つ懸念されるのは、ア

カデミックなドメインから出ていた資金の

問題です。アメリカではNSF（National

Science Foundation）ネットが廃止されま

すが、それによって、インターネットのト

ラフィックはコマーシャルなバックボーンに

乗るわけです。来年は、世界中で同じよう

なことが起こるでしょう。

こうした動きの中で注目されたのがCIX

（Commercial Information eXchange）で

した。CIXは、もともとコマーシャルプロバ

イダー間のトラフィック交換の仲介役とし

て設立されたのですが、しかしここ2～3か

月でその役割は変わってきています。NAP

（National Access Point）を通じて、誰もが

トラフィック交換ができるようになってき

たため、CIXは「業界団体」の役割を果た

すべきだということになってきています。

日本でも、CIXのような役割を果たす存

在が話題になっているそうですが、こうし

た議題は次回のネットワークサービスプロ

バイダーの国際会議で扱われることになる

と思います。その結果、使用バンド幅に応

じたリセラーへの追加料金徴収ということ

になるかもしれませんし、全体のキャパシ

ティを考慮し、プロバイダーの提供する拠

出金に応じて拡大の程度を決めるというこ

とになるかもしれません。しかし、バンド

幅コストは1年で半額くらいになるほど、ど

んどん下がっています。バンド幅コストが

低くなり、通信施設業者間の競争が激化

し、キャリア（回線業者）とか、電力、鉄

道などがキャパシティビジネス（大規模回

線ビジネス）に参入し、安いサービスが提

供されていく。全体的にそういう影響を受

けながら問題は解決されていくことになる

と思います。

インターネットの規模はどう測られているか

●
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庫があるかといった情報を比較し、利用者

が有利にビジネスを進めることができるよ

うなものも考えられます。

SHTTPを中核に

次にセキュリティの問題が重要ですが、

セキュリティを考える場合、問題は暗号化

だけにとどまりません。もちろんそれは重要

ですが、認証システムのことも考える必要

があります。これは商取引を行ううえで、

欠かすことができません。さらにデジタル

署名の問題などがあります。

EIT社のコマースネットに対する重要な

貢献といえば、SHTTPの標準仕様を開発

して、パブリックキー暗号化技術をWWW

P R O F I L E

現在標準化が進められている暗号化のシステムの1つが、EIT社が開発したSHTTP（Secure

HyperText Transfer Protocol）である。EIT社はまた、ネットワークの商用利用の研究団体

コマースネット（CommerceNet）のプロジェクト・マネージャを務めている。SHTTPはコマ

ースネットで標準化され、すでにDEC社やコンピュサーブが採用の方針を決め、マイクロソフト

とビザ・インターナショナルの信用紹介システムでもその技術が応用されることになっている。

jhttp://www.commerce.net/

求められる統合的セキュリティシステム

【EIT/コマースネット】
CEO：ジェイ・タネンバウム氏

インターネット、ビジネス利用の課題

基本的に私がやろうとしているのは、イ

ンターネットを情報社会基盤といいますか、

電子市場に転換するための技術開発なので

す。もちろん、当初のインターネットは、ビ

ジネス利用ということなど予想もしていな

かったので、これはインターネットの限界を

克服しようという試みでもあります。

たとえば、高品質の回線でインターネッ

トに接続することは、いまでもそう簡単な

ことではありませんし、検索の難しさやネ

ット上で送金することに対する信頼性の問

題、アプリケーションの互換性の問題もあ

ります。これらすべてが解決されなければ

なりません。ですから、ISDN回線による

経済的な接続の提供などもコマースネット

のパートナー企業、たとえば地元の電話会

社であるパシフィック・ベル、プロバイダ

ーのBBN BARRNet社などと共同で取り組

んでいます。

案内情報に関しては、イエローページや

ホワイトページを制作している企業や電話

会社と共同で、それらの延長上にインター

ネット版のイエローページやホワイトページ

を作る作業を進めています。ネット上の広

告を会社の電話にリンクしたり、あるいは

特定の地域、産業、業種ごとのディレクト

リを作成することも考えられます。たとえ

ば、最も安いメモリーチップを手に入れよ

うとするときなどに、どの会社にどんな在
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の中に統合したことでしょう。ネットスケ

ープ社のSSL（Secure Socket Layer）より

も完成度は高いと思っています。

いずれにしても、セキュリティの問題さ

えクリアすれば、実際の取引はスムーズに行

われると思います。付け加えるなら、パブリ

ックキーの証明書をどこが発行するのかと

いう問題がありますが、それは今、コマース

ネットの部会で検討しているところです。

EITの提案している技術に対しては、もち

ろん幅広い支持を受けています。SHTTP

のツールキットがテリサシステム社を通じ

て市場に出ていますし、ネットスケープ社

も市場の要求に応えて、まもなくSHTTP

のサポートを開始することを発表すると思

いますよ。ですから、SHTTPは広く普及

していくと思います。将来的には、誰もが

WWWサーバーを持つようになると思いま

すし。ただし、現在、SHTTPを利用してい

るところは、コマースネットのメンバーでパ

イロットプロジェクトに参加している人たち

だけです。しかし、3月までには一般市場

にも出てきますから、それからですね。

世界展開と輸出規制問題

コンピュータ、コミュニケーション、銀

行関係を含め、多くの日本企業が電子取

引に興味を持ち、当社にアプローチしてき

ています。私もそうした日本の動向に対し、

どのような戦略をとったらいいのか調査し

ているところです。おそらく最初は個別企

業へのライセンスの供与から始まり、それ

から販売経路を考えることになるでしょう。

いずれにしても、なるべく早い時期に始め

たいと考えています。

ただ、ちょっとややこしいことに、輸出

規制の問題があります。わずかに機能制限

をしたバージョンを日本に輸出するための

許可を申請しているところなのですが、3月

末までには許可が下りるでしょう。私の聞

くところでは、日本でも、日本版コマースネ

ットを設立しようという気運があるようで

すね。アメリカでは80社以上がコマースネ

ットに参加して電子取引のプロモーション

を行っていますが、同じような組織が世界

中にできることは、パートナーの輪が広が

るという意味でも大切なことだと思います。

国際化するコマースネットの研究活動

コマースネットでは、現在8つの部会を

設けています。ネットワークサービス部会

は認証を含むセキュリティについて、ペイ

メント部会は支払い手続き、コネクティビ

ティ部会は低コストのISDNアクセスとフ

ァイアウォール、ディレクトリ＆カタログ

部会では会社の枠を越えたクロスリファレ

ンスのための商品情報の標準化について研

究しています。インターネットEDI部会は

VANとのゲートウェイ、DMI部会はイン

ターネットによるビジネスプロセスのリエン

ジニアリング、コラボレーションツールス部

会は企業間の協力体制を模索しています。

インターネットマーケティング部会では、情

報ビジネス分野の企業とマーケティング分

野の企業が共同してインターネットの動態

調査の方法を研究しています。

1995年度の我々の新たな課題は、スモ

ールビジネスをサポートの射程に入れるこ

とです。先ほどお話ししたISDN接続パッ

ケージを用意することによって、数千の中

小企業を取り込むつもりです。もちろん日

本からのコマースネットへの参加も歓迎し

ます。多言語の問題や複数の規格の問題な

どを討議する部会も始めましたしね。ヨー

ロッパでは、どの国も高い関心を持ってい

ます。イタリアのオリベッティやドイツのシ

ーメンス、イギリスのケーブル＆ワイヤレ

スなども興味を示しています。でも、今年

になって初めて日本企業の参加が認められ

るようになったのですから、ぜひ日本から

の参加を期待しています。メールで連絡を

いただくか、コマースネットのWWWサー

バーにアクセスしていただきたいですね。

国際政治の場に躍り出るコマースネット

当初、アメリカ政府の立場というものは、

はっきりしていませんでした。政府の予算

でセキュリティシステムを開発していたと

いう事情もありましたから……。でも、次

第に国際化の必要に気づくようになり、外

国からの参加を許可するようになったので

す。そんなわけで、SHTTPの輸出許可も、

もうすぐ下りるでしょう。

まもなく、ブリュッセルで情報通信サミ

ットが開催され、そこでGIIが話題に上る

と思いますが、コマースネットは世界経済

のあるべき姿の1つとして取り上げられるで

しょう。政治家のレベルで、なんらかの共

通認識ができれば、次は実務レベルの話に

なるでしょう。その時に私のような人間に

も、他のG7諸国のコマースネットに参加し

ている人と一緒にアドバイザーとして働く

ような出番がくるかもしれません。

もう技術的なインフラは我々がどこへで

も提供できるわけですから、全世界的な規

模でパイロットプロジェクトをやるようにな

るかもしれませんね。米国内では、すでに

財務長官の管轄下にある経済諮問委員会

には、非公式にコマースネットの資料を渡

してありますし、こうした議題を扱う部会

も設置されると思います。

おそらくG7の会議では規制の問題が話

し合われるでしょうが、インターネットの

世界では、すでに市場は開放されています。

日本も制限の多い既存の流通機構によら

ず、外国の安い製品を買えるし、逆に、中

小企業も商社の世話にならずに商品を海外

市場に出せます。すべてが開放されるので

す。Very Wonderful New Worldですね。
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れる機能で、その上で電子的な商取引やコ

ミュニティ活動、出版などのアプリケーシ

ョンが実現されるわけです。

これら3つが我々のビジネスの核となって

います。ですから、あまりブラウザ自体に

は重きを置いていないのです。もちろん、

デマンドを作り出すという点では、重要な

のですが……。「ニワトリと卵」の関係の

ようですが、今のところは、世の中にたく

さんの卵を放り出した状態になっているの

です。

SSLをベースにセキュリティ実現

セキュリティ問題では、我々はコマース

ネットと協力していますし、SHTTPをサポ

P R O F I L E

ネットスケープ社は、ビジネス利用に堪えるWWWブラウザの開発を目的に、シリコングラフィ

ックス社の創立者であるジェームズ・クラーク氏とNCSAモザイクの開発者マーク・アンドリー

セン氏によって1994年に設立された。

現在、同社ではインターネットのセキュリティ技術の標準化に取り組むとともに、取引の認証と

決済を安全に行うためのシステムをクレジットカード会社や銀行と共同研究している。

jhttp://mosaic.mcom.com/

協調から始まる新しい世界

【ネットスケープコミュニケーションズ】
ビジネスデベロップメント担当副社長：ガース・ニール氏

ネットスケープ社の3つの戦略

我々のビジネスは3つのパートからなって

います。1つはクライアントプログラムで、

これはネットを通じて個人が評価用にダウ

ンロードできるものです。そういう意味で

は、シェアウェアタイプのアプリケーション

ということになります。企業向けにはボリ

ュームディスカウントもしています。それと

同時に、パソコンメーカーなど大量のソフ

トをバンドルしてくれる会社とも交渉して

います。そういう意味では、薄利多売のビ

ジネスということになりますね。ただし、

我々にとって重要なのは、我々のWWWブ

ラウザを普及させて、使ってもらうという

ことなのです。それによって、多くの人が

WWWに集まり、インターネットの力を十

分に発揮させることができるのです。

もう1つのビジネスは、サーバー用ソフト

の販売です。これはフリーソフトウェアの

バージョンに比べて約3倍の性能を持って

いますし、設定が格段に楽です。ネットス

ケープというクライアントプログラムとネッ

トサイトという商用サーバーは、非常に高

度なセキュリティ機能を実現していますか

ら、重要なデータのやりとりや、知的財産、

クレジットカードの情報などを扱うのに適

しています。

3番目の領域はインテグレーテッドアプリ

ケーションです。これはネットサイトサーバ

ーとリレーショナルデータベースで実現さ
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ートしています。しかし、それは部分的な

解決にしかすぎないと思っています。我々

はSSLという規格を用意しています。SSL

は、もうすでに出荷されているのですが、

SHTTPはまだβ版の評価段階ですね。SSL

はHTTPを含め、その他の上位層を支える

セキュリティのレイヤーで、その上位に位

置付けられるものはすべて安全に稼動する

ことができます。その意味で、SHTTPは

SSLにとっては、1つの要素にしかすぎませ

ん。SHTTPは大きな問題に対する部分的

な解決でしかないということですね。

我々はよりダイナミックでエレガントな

ソリューションを提供していきます。それ

に我々は、すでにみなさんが使っているネ

ットスケープというブラウザを持っています

から、非常に多くの人たちが、我々の提供

する安全なサーバーにアクセスできるので

す。これ以上に安全なブラウザはありませ

んし、安全なサーバーもありません。

マーケットからは、非常によい反応を得

ています。実際、銀行関係者は、我々の

仕事を高く評価してくれています。たとえ

ば、バンク・オブ・アメリカとか、ウェル

スファーゴ銀行とか、マスターカード、フ

ァーストデータリソーシズ、これらすべての

会社が、我々の製品を選択してくれていま

す。どの会社も、我々の製品に高い信頼性

があると認めているのです。

今、新しい産業が生まれる

将来的に我々が関わっていこうと考えて

いる領域は、かなり広いものです。たとえ

ば、WWWブラウザでいえば、ゲームです

とか、インテリジェント・ネットワークデ

バイス、複写機、レーザープリンタ、PDA、

テレビなどにモザイクを組み込むことなど、

おそらく広範なコンシューマプロダクトを

考えることができるでしょう。

サーバーについていうと、異なるOSを持

つプラットフォームへの対応があります。プ

ロキシーサーバーやキャッシングサーバーと

いった機能を付加することも考えられます。

それによって、ネットワークへの負荷を軽

減することもできます。我々は、より多く

の人が、より効率的にWWWを使えるよう

に努力しているのです。

統合アプリケーションの領域では、デー

タベースに関連した領域には、とてつもな

いチャンスがあると思っています。現在取

り組んでいるのは電子商取引の分野ですが、

教育やエンターテイメント、電子医療、電

子トレーニング、非常にたくさんのバーテ

ィカルなアプリケーションが期待されます

ね。

今は、まったく新しいビジネスの幕が切

って落とされようとしているところだと思い

ます。IBM PCによってパーソナルコンピュ

ータの時代が始まり、後にアップルも加わ

って新しい産業が生まれたように、それと

同じことが再び起ころうとしています。同

時に、コミュニケーションに対する人々の

欲求も拡大していますが、いわゆるマルチ

メディアの世界では、まだ非常に初期の段

階にとどまっていると思います。どのよう

なことができるのか、将来はどうなるのか

がまだ不確定な時代にあります。ですから、

人々がよりクリエイティブになることが重

要です。

異なるものの組み合わせが創造性を生む

以前、自社でオーサリング環境を開発し

ようかという話をかなりしましたし、まだ

続いているのですが、今のところは、現在

オーサリングツールを持って使っている人

に、簡単にWWWを使ってもらえるように

しようということを第一に考えています。

長期的に考えた場合、当社にもう1つの

新しいオーサリングツールが必要だとはか

ならずしも考えていません。我々はクォー

ク、アドビ、マクロメディアといった他の

会社といっしょに開発をしているんですが、

彼らは長い間かけて開発してきた、非常に

すばらしい環境を持っています。彼らに必

要なのはWWWに対応する機能を追加する

ことで、一方、我々は蓄積されてきたデー

タベースを読むという点で、彼らの開発し

た機能を必要としているわけです。我々は

すでに、ワードパーフェクトで作ったもの

を自動的にHTML（HyperText Markup

Language）に置き換えるソフトを開発中

です。HTMLの機能を拡張するという仕事

とか、我々の製品を彼らのために開発する

とか、彼らの使っているファイルフォーマ

ットで作られたものを自動的に読み込むも

のですとか、非常に多くの方向があるわけ

ですね。

また、HTMLのアーティストは、プリン

トメディアのアーティストがやらないことも

実現しなければなりません。たとえば、こ

のインターネットマガジンの表紙は、およ

そ20Mバイトくらいのサイズになるでしょ

う。しかし、ネットワークの上では20Mバ

イトものファイルを送るのは不可能といっ

てもいい。我々が挑戦しなければならない

のは、こういった見栄えをネットワーク上

で実現することなんです。奥行き感とか、

dモザイクの開発者マーク・アンドリーセン（中央）
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質感とか、テキスチャとか、それを20Mバ

イトではなく、20Kバイトで実現しなけれ

ばならない。そこで、圧縮やレイヤーアル

ゴリズム、ネットワーキング技術などが重

要になるのです。コンピュータ技術者は非

常にリニアな考え方をしますが、グラフィ

ックアーティストというのは非リニアな考え

方をしています。ですから、両者を組み合

わせれば、そのツールを使って、よりよい

イメージを作ることができるのです。我々

はWWW用のページのプロトタイプを作る

ときに、ローリングストーンマガジンの人間

を雇いましたが、非常にうまくいきました。

彼らにとっては、アメリカ・オンラインの

レベルでもハイテクなわけです。そういう人

たちにとって、自分の作ったカバーなどを

クリックすると記事が出てくるという仕組

みは、まさに驚きの連続なのです。「これは

単なるテキストじゃなくて、マルチメディ

アじゃないか！」と興奮してしまうのです

ね。そういう興奮が、我々を初期の成功に

導いたのではないかと思います。

うちの会社には60人もの違ったタイプの

エンジニアがいますし、彼らはWWWの次

のステージを作り出すことに貢献してくれ

ると思います。また、インターネットの上

には素晴らしい友人がたくさんいますし、

彼らは特定の問題に関してさまざまなソリ

ューションを提供してくれます。我々が提

案を出せば、いろいろな個人や研究機関が

レスポンスを返してくれます。それは、あ

たかも小さな惑星のようなものです。東京

の人やミュンヘンの人が、オハイオの人と

いっしょに仕事ができるのです。

我々がインターネット上の唯一の資源では

ありませんし、多くの参加者の中の一員に

すぎません。インターネットは世界的なミー

ティングの場として、課題提出の場、解決へ

の努力の場として機能していくと思います。

SSLとSHTTPの関係

●

hサーバー・クライアントモデルである

WWWでは、商用利用などで求められる

「安全な」データ交換のためのメカニズムの

確立が急務だ。サーバー・クライアント間

で安全なデータ交換を行うための「暗号化」

や「データ保証」、サーバー（およびそこで

提供される個々の情報）に対するクライア

ントからのアクセスを制御するための「認

証」機構が必須となる。

現在、W3CやIETFへ標準化のドラフト

としていくつかの提案が行われている。そ

の中でネットスケープ社が提案しているSSL

（Secure Sockets Layer protocol）とEIT

社が提案しているSecure HTTP（SHTTP）

が有力な案として検討されている。

SSLとSHTTPの最大の相違点は、実現

方法にある。SSLはその名が示すように

TCP/ IP とアプリケーション（HTTP、

NNTPなど）の間にセキュリティのための

層を設けることで安全なデータ交換を実現

している。そのために、どのようなアプリケ

ーションプロトコルでも、このインターフェ

イスに対応することで、そのプロトコル自体

を変更することなく「暗号化」や「データ

保証」、「認証」などの機能を実現すること

ができる。SSLでは、セキュリティのため

のハンドシェークを行うために、セッション

が確立された時点でデータの暗号化や認証

を行うことができる。それによりサーバー・

クライアント間でやり取りされるURLやユ

ーザーからの入力などのすべての情報につ

いてのセキュリティを実現している。オリジ

ナルのHTTPとSSLを経由したHTTPは、

違うプロトコルとして取り扱われる。その

ため、アクセスするためのURLも「https://」

という名前で指定する必要がある。

HTTPとHTTPSではそれぞれ80番と

443番という別々のポート番号が割り当て

られており、相互にやりとりをすることがで

きない。ネットスケープ社はNetscape

NavigatorとNetsite Commerce Serverで

SSLをサポートしている。現在の製品では

HTTPプロトコルのみがSSL対応となって

いるが、NNTPやSMTPなどのプロトコル

についても対応を予定している。セキュリ

ティ機能としてSSLでは、RSA暗号化技

術を利用している（RSAについては48ペ

ージ参照）。

Secure HTTP（SHTTP）は、HTTPの

上位互換を保ちながら、セキュリティ機能

の拡張を施したプロトコルである。そのた

めに既存のサーバーやクライアントとも通信

を行うことが可能となっている。SHTTPで

は、セキュリティのためのメカニズムを規定

していない。そのために、暗号化やデータ

保証、認証および認証のために使用される

キーの管理を行うためのメカニズムなどを自

由に選択し利用するための手段を提供して

いる。SHTTPを利用したSecure NCSA

Mosaicと Secure NCSA httpdが EIT、

NCSA、RSAの共同で開発された。

HT T P TELNET NNTP F T P SMTP SH T T P e t c . . .

S S L

T C P/ I P

. .
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広報利用から顧客のビジネス支援へ

基本的に私たちは、インターネットが2

つの点で有効だと思っています。それと同

時に、我々もその両面で、インターネット

に貢献できると思っています。

まず1つは、我が社の行っているビジネ

スについて、一般にもっとよく知ってもら

いたいわけです。インターネットを通じて、

我々の顧客や潜在的な顧客に我が社の活動

や銀行業務の仕組みを理解してもらいたい。

そのために我が社ではWWWにページを設

けています。

社内に設けた小さなワーキンググループ

P R O F I L E

バンク・オブ・アメリカは全米で第2位の取引規模を誇る銀行。同銀行は、他に先がけて積極

的にインターネットのビジネス利用に取り組んでおり、コマースネット設立当初からのメンバー

でもある。将来的には、インターネット上でクレジットカードによるリアルタイムの決済システ

ムを実施に移す予定。同銀行はまた、ネットスケープ社とも提携して、インターネット上でビジ

ネスを行う際のセキュリティ技術の確保を急いでいる。

jhttp://www.bankamerica.com/

インターネットの情熱とともに成長したい

【バンク・オブ・アメリカ】
シニア・バイスプレジデント＆ディレクター：デイヴィッド・ウェイマウス氏

に、マーケティングや広告、オンラインバ

ンキングの担当者が参加して、我々のポリ

シーをインターネット上でどう展開するか、

内容についてどのようなものを入れるか検

討しています。また、将来的には、トラン

ザクションということもやるようになるでし

ょう。こういったことは、伝統的なインタ

ーネットの使い方だと思います。

第2に考えているのは、我々の顧客、特

に法人の顧客がインターネットでビジネス

できるように支援していきたいということ

です。我々は、インターネット上でビジネ

スをすることが現実のものになってほしい

と願っています。そのためには、よりよい

決済方法ですとか、利用可能な地域の拡大

とか、安全性や信頼性を確保することなど

がネットワークに要求されると思います。

まずは、1人の人間が一度のトランザクシ

ョンを確実に行えるという状況を作ること

が必要だと思いますし、我々はそういった

ことの手伝いができると思っています。

セキュリティ技術のレベル向上にも尽力

そういう意味で現在のところ、インター

ネットのセキュリティは非常に貧困ですね。

私は技術的なバックグラウンドをもった人

間ではありませんから、銀行の人間という

立場からお話しすることになると思います

が、銀行業務をインターネットで行うこと

は、まだできません。信頼性や安全性に欠
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けるからです。

それでもなお、我が社が今お話ししたよ

うな決定をしたのは、インターネットが将

来的に大きなビジネスの行われる場となり、

そこで我々もサービスを行うことになると

判断したからです。すぐにビジネスになる

とは思っていません。おそらく4～5年はか

かるでしょうが、結果としては、大きなビ

ジネスになると思います。そこで我々の顧

客がビジネスをしたいと思えば、我が社と

しても大きなアドバンテージを得ることが

できると考えたわけです。

我々はインターネット商用化のための技

術が進み、一般社会から信頼されるように

なることを願っています。我々は、コマー

スネットのスポンサーの一員として、コマ

ースネットがインターネット上でビジネスを

安全に行える技術を開発するように助力を

しています。まだ、今のところ、我々の望

むレベルには達していませんね。しかし、将

来的にはそういうことは十分可能だと思っ

てやっているわけです。コマースネットのチ

ームリーダーの1人は、我が社のネットワ

ークセキュリティ担当の人間です。我々は

ボランティアで、ネットワークセキュリティ

やリスクマネージメントの専門家を派遣し、

コマースネットが我々が安心して使えるよ

うな信頼性の高いものを開発できるように

協力しているわけです。同時に、我々はネ

ットスケープ社とも協力して、ネットワー

クの信頼性を高める努力をしています。

我々は、どちらのテクノロジーによって将

来的に安全な商取引を行えるのかはわかり

ません。我々は投資をしているわけではな

く、新しい技術とともに成長していきたい

のです。

銀行システムもインターネットへ接続

我が社だけではなく、他の銀行もインタ

ーネットに興味は持っています。個別の銀

行について語ることはできませんが、米国

内で、5つから10くらいの大銀行が、イン

hただでさえ、日頃から銀行の良い評判を

聞かない日本から、米国に出かけて聞いた

ウェイマウス氏の発言は新鮮だった。ちょ

うど日本では某地方銀行のインサイダー取

引疑惑や都内信用金庫の不正融資による

倒産が伝えられた時期である。「我々は投

資しているのではなく、いっしょに成長し

ようとしているのです」という彼の発言に

は、社会全体のために奉仕するというバン

カーズスピリットと新しいメディアに成長し

ようとしているインターネットとの幸せな出

会いを見る思いだった。

ただ、これには制度的な問題も絡んでい

るようだ。日本の銀行は5％まで他社株式

を持つことが認められているのに対して、米

国の銀行は株を保有することができない。

両者がなぜそう位置づけられているのか、ま

た米国の銀行にベンチャーファンドや持株

会社の利用などの抜け道はないのかという

点については考えるべき点もあると思う。

だが、つい先頃まで不動産をまるでビジネ

スの終着駅のように扱っていた日本の銀行

と、新しい情報社会・文化創りに賭ける米国、

どちらに清 し々さを感じるかは明らかだろう。

ターネットに強い関心を示しているようで

す。銀行間にもネットワークセキュリティ

の議題を話し合うグループがあります。

私には、インターネットと金融ビジネス

の関係というのは明確な形ではイメージで

きないのですが、基本的には我々のビジネ

スがインターネットに付随することになる

のではないかという感覚は持っています。

銀行業務という意味では、インターネット

とは別のところでしっかりとしたシステムを

作っておき、それがどこかでインターネッ

トと接続されることになるのでしょう。

友好的な存在でありたい

これは当銀行の意見ではなく、私個人の

意見になりますが、アメリカ政府は初期の

ころからずっとインターネットを支える資金

を提供してきました。将来的に政府がどう

いう役割を果たすべきかはわかりませんが、

その役割はより小さなものになっていくで

しょう。

そこで、今後の大きな問題は、インター

ネットのバックボーンを支える基金がなく

なる以上、我々がどのようにして、そのイ

ンフラストラクチャーを財政的に支える仕

組みを作り出すか、ですね。私の考えでは、

コマーシャルユーザーがある程度の負担を

して支えることになると思います。

それは、インターネットのカルチャーと

は相反するものであるかもしれません。イ

ンターネットを使ってお金を儲けるなんて

ことは、長年考えられてきませんでしたか

らね。でも、そういったことは必要になる

でしょう。ですから、我々ビジネスをする

側としては、インターネット上で友好的な

関係を保ちながらビジネスをする、という

ことを第一に考えなければならないと思い

ます。インターネットの利用者に攻撃的だ

とのイメージを持たれないようにね。将来

的には、ビジネスや金融業務が、教育や研

究と同じようにナショナル・インフォメー

ション・インフラストラクチャの上で行わ

れることになるわけですから、そういったこ

とを考えておくことは必要です。

インターネットというのは、指揮者がい

てうまくいくようなものではないと思いま

す。インターネット独自の精神というもの

がありますし、誰であろうと、勝手にリー

ダーシップをとろうという者が出てきたら、

すぐに排斥されてしまうでしょう。ですか

ら我々は、そこにあるエンスージアズム

（情熱）をサポートしていくことで、新しい

成果を楽しみにしていたいと思うのです。

バンカーズ・スピリットとインターネットの出会い

●
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日本でインターネット専門誌といえば、

『インターネットマガジン』と『インターネ

ットユー○ー』。インターネットの本場アメ

リカでは、どんな専門誌が出ているのだろ

うか？

●INTERNET WORLD

この雑誌は有名なので、

ご存じの方も多いだろう。

インターネットに関する

様々な話題やインタビュー

記事がある。最新号ではフ

ァイアウォールや暗号化な

ど、インターネットのセキ

ュリティとプライバシーが

特集されている。4ドル95

セント。

●NetGuide

副題が「USENET :

EVERYTHING YOU

ALWAYS WANTED TO

KNOW」というくらいで、

インターネットやパソコン

通信サービスなどの番組ガ

イド的な雑誌だ。読み物

と、それに関連するURL

がたくさん掲載されている。

2ドル95セント。

●Online Access

インターネット専門誌で

はなく、オンラインサービ

スやBBSなども含めた情報

誌。最新号はインターネット

特集。プロバイダーの選び

方、学校からのインターネ

ットの利用、そしてビジネ

スでの利用などについて触

れている。4ドル95セント。

インターネットマガジン編集部の取材旅

行は、当然、世界中どこからでもメールを

読んだり（編集長からプレッシャーかけられ

たり）、ファイルを送ったり（できた原稿を

さっさと送らなければならなかったり）と、海

外出張といってもなかなか気の抜けない旅

なのだ。

さて、アメリカからインターネットにアク

セスするにはどうしたらいいんだろう？　ど

こかのプロバイダーに申し込めばいいハズ

だ。でも滞在期間は10日しかないので、オ

ンラインサインナップをして、すぐに使えな

いとだめだ。

そこで、ホテルで困ったときは、コンセ

ルジュに聞け！というわけで、ロビーに行き

「インターネットにアクセスしたいんだけど、

どこのプロバイダーが一番いい？申し込み

たいんだけど、電話番号知ってる？」と聞

いたわけだ。すると「それなら『アメリカ・

オンライン』ね。すぐにオンラインサインナ

ップできるし。でも個人的には『フックド』

っていうプロバイダーのほうが好きだけど」。

なんとこんな具合に即答したのだ！！さすが

である（このホテルはユニオンスクウェアの

グランドハイアット）。

というわけで、とりあえず本屋に行き、ス

ターターキット付きの書籍を買ってきた。パ

ソコン雑誌には、アメリカ・オンラインのアク

セスソフトが付いているし、スターターキッ

トの付いた書籍も山のように出版されてい

る。その中からネットコム、パイプラインへ

のアクセスキットのついたものを買ってきた。

クレジットカードを用意して、ノートパ

ソコンにソフトをインストールし、さっそく

試してみた。どのソフトウェアにも共通し

ているのは、専用のGUIソフトを使ってア

クセスするようになっていること。日本のダ

イアルアップIP接続のように、IPアドレス

を入れたりといった細かい設定などはまっ

たく必要なく、はじめての人でも戸惑わず

に操作できそうだ。

実際、簡単にカリフォルニアのアクセス

ポイントに接続でき、TELNETで会社のマ

シンに入ることができた。……しかし、専

用ソフトが日本語化されていないので、メ

ールを読もうと思っても漢字のメールは表

示できないのだ。ガーン。

というわけで、みなさんの中でアメリカか

らインターネットで日本のマシンにうまくア

クセスしている方は教えてください。

アメリカで見つけたインターネット関連雑誌

アメリカからのインターネットアクセスは成功するか？

HOT POINT

g

g
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インターネットのコストパフォーマンスに注目

我が社では、インターネットの電子メー

ルを利用した24時間のニュース提供サービ

スを行っています。サービスを開始してか

らまだ半年くらいですが、2,000～3,000の

ユーザーを抱えています。

通常、こういったサービスを行う場合、

ユーザーは、いちいち端末ソフトを買った

り、特定の電話番号にダイアルして、決め

られた手順を踏まなければなりません。ま

た、情報提供業者はたくさんのモデムを抱

えるような設備投資をする必要があります。

しかし、インターネット上に電子メールの

アドレスを持っているユーザーなら誰でも、

我が社のサービスを利用することができる

のです。ユーザーは手間を省くことができ、

こちらは設備投資を省くことができるとい

うわけです。

リソースはパラボラアンテナで受ける

ここ（ファーキャスト社が入居しているフ

ロア）は小さな会社の共同事務所のような

ところで、ファーキャスト社以外では、宝

飾デザイナーとか旅行代理業者とかが秘書

と会議スペースを共有しています。それぞ

れの会社用には小さな部屋に机と電話があ

るだけで、我が社はその中の2部屋を使っ

ています。そのうち1部屋をマシンスペース

として使い、屋上に通信社のニュースを受

P R O F I L E

ファーキャスト社は、アメリカ国内外の最新ニュースや株価情報、プレスリリース、各種資料

を、インターネットの電子メールで検索・入手できるサービスを行っている「電子ニューススタ

ンド」。同社のニュース配信サービスを契約すると、自分の選んだトピックに関するトップニュ

ースのサマリーが定期的に電子メールのメールボックスに送られてくるほか、多様な情報源から

自分のほしい情報を自由に検索することができる。 info@farcast.com

技術とアイデアで光るスモールビジネス

【ファーキャスト】
社長：ジェイソン・アダムス氏

信するためのパラボラアンテナを設置して

いますが、スペースとしては、それだけあ

れば十分です。それで料金も引き下げるこ

とができます。現在のところ、6か月、1

年、2年の3つの料金体系があって、6か月

の契約では月29ドル、1年では月25ドル、

2年では月23ドルですから、ユーザーは1日

あたりわずか1ドル以下で最新のニュースを

手にすることができるんです。

情報ロボットがサービスの核

我々のシステムでユニークな点は、エー

ジェントをベースにしているというところで

す。といっても、ゼネラル・マジックなど

が構想しているようなネットワークの中を

動き回って情報を収集してくるという、い

わゆる“エージェント”ではありません。

「ドロイド（Droid）」という情報ロボット
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を引き出すこともできます。株式・債券情

報については、15分遅れで指定した複数の

銘柄や債券の情報を入手できます。

「Broadcastsサービス」はニュースの予

約システムです。特に関心のある項目があ

れば、即時あるいは1日に何度かという指

定をして、ニュースを受け取れるよう予約

できます。インターネット内では、同じよ

うなサービスに「リストサーブ」というの

がありますが、使い方が結構難しいんです。

でも、我が社のシステムは非常に簡単に使

うことができます。こうした機能の中心に

なっているのが、我が社が開発したパーソ

ナル情報ロボットのドロイドなんです。

ユーザーは、自分自身のためのドロイド

を我々のシステムの中に作って、自分の興

味のある記事を検索して、メッセージを電

子メールで受け取ることができるんです。

また、ロボットへのコマンドは非常にシン

プルで馴染みやすい日常英語の表現ですし、

指示も電子メールを使いますから、わかり

やすく、ほとんどの人が簡単に使えます。

利用者は別に難しいコマンドを覚える必要

もないし、使い慣れたメールシステムで情

報を引き出すことができます。こうした親

しみやすいものを実現するというのが、開

054 INTERNET MAGAZINE No.4

が我々のサーバーの中を動き回って、ユー

ザーに代わって記事の検索を行うという仕

組みになっています。

私とパートナーのスコットは、ネクスト

コンピュータで働いていたときに出会いま

した。ネクストを退社後、私はネクストス

テップのアプリケーションを開発するミレ

ニアム・ソフトウェアという会社を作った

んですが、1年後にスコットが加わったわけ

です。そこで開発されたネクストステップ

のアプリケーションは、キヤノンによって日

本語化されています。

我々が開発したこの検索エンジンそのも

のも、我が社の独立したビジネスになって

います。この情報サービスを開始してから

も、社内で、あるいは会社外部の顧客相手

に情報サービスを行いたいという多くの会

社から、このエンジンについての問い合わ

せを受けています。

「ドロイド」を使った多彩なサービス

我々がサービスしている情報のニュース

ソースはAP、UPI、ビジネスワイヤー、プ

レスリリースを集めたPRニュースワイヤー

などです。また、NY S E やAME X、

NASDAQなどの株価情報や企業情報など

もあります。我が社では、こうしたソース

をいろいろな形でユーザーに提供します。

いくつかのサービスを説明しますと、た

とえば「Newsstandサービス」では国内や

経済、天気予報などのトップニュースが提

供され次第、メールを送ります。届けられ

たニュースの中に興味を引くものがあれば、

それを指定して詳細をリクエストすること

もできますし、また30日以内であれば全文

を保存してありますから、過去のニュース

発で一番苦労したところですね。

ユーザーの作ったドロイドには適当な名

前を付けることもできます。たとえば、キ

ーワードとして「Apple」と「Computer」、

「Macintosh」で、なおかつ「Microsoft」

と「IBM」を含まない記事を検索するドロ

イドを作った場合、それに「MacDroid」

という名前を付けるとかね。

ドロイドは15個まで無料で作ることがで

きますが、それ以上は1個あたり1ドル、別

料金がかかります。ただ、1つのドロイドに

複数の検索を依頼することができますから、

今のところ15個以上のドロイドが必要とい

う人はいませんね。

現在、情報提供のために利用しているの

はインターネット上の電子メールだけです

が、いくつかのプラットフォームで利用で

きるようにすることを考えています。将来

的には、たとえばPDA（Personal Digital

Assistants）などに対応して、コマンドや

メッセージやイメージの表示がそのプラッ

トフォームに合った形で送受信できるよう

にするつもりです。

「internet」と「www」という文字列を含む一般ニュースとビジネスカテゴリーの記事を集めるロボットを作り、
これを「Web Droid」と名づけ、該当するものがあればすぐに知らせるように設定する【図1】。
すぐに該当する記事の見出しを送ってきたので【図2】、この中から面白そうなものを選び、記事番号を
「Subject」にペーストしてリクエストする【図3】と、ニュースの本文が送られてきた【図4】。1Personal Droid設定

2Web Monitorダイジェスト

4New Article

3Article Request
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インターネット上のオーディオに注目

たしか、このプロジェクトを考えたのは、

92年の半ばっていうことになるかな。この

仕事を始める前には、ネットワークについ

ての本を7つくらい書いてたね。だけど、ち

ゃんとした本を書いていても、スティーブ

ン・キングくらいにならないと、まともな

生活はできない（笑）。

そのころ僕は「Exploring Internet」っ

ていう本を書き終えたところで、なにか別

のことをやろうと考えてた。でも、雑誌を

出すにはお金がかかる。で、ネットワーク

でニューズレターを出そうとも思ったんだ

けど、マルチメディアの領域で起こってい

ることを考えると、インターネットではオー

ディオというテーマについてはあんまり取り

上げられてないということに気づいたんだ。

数メガバイトのファイルを送るってこと

は大変なことには違いないけど、扱えない

わけじゃない。そこで、週に1回30分の番

組をやってみようということになった。そ

れが「Geek of the Week」で、ニューヨー

クタイムスの第一面に紹介されたんだけど、

結構評判になってね。それにはみんな驚い

たね、自分自身を含めて（笑）。

ラッキーなデビューを飾れたということ

もあって、インターネット上でラジオ局を

やろうということになった。そこで93年の

1月にこのプロジェクトを始めて、4月から

放送を開始したんだ。

P R O F I L E

ワシントンのナショナルプレスビルに放送スタジオを持つインターネット・マルチキャスティン

グ・サービス（IMS）は、インターネット上で文字情報だけでなく画像や音声も送り出している

放送局。名前もRTFM（Radio Technology for Mankind）とそれらしい。普通の放送局と

違うところは、視聴者がコンピュータの端末で放送を受け取るところ。番組は、アート、音楽、

著名人とのインタビュー、政治、科学、テクノロジー関連のニュースなど、多岐にわたる。IMS

は非営利で活動しており、出版社やコンピュータ会社などからの援助で運営されている。

jhttp://north.pole.org/

公園のない街に人は集まらない

【インターネット・マルチキャスティング・サービス】
社長：カール・マラムッド氏
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公共放送をモデルに非営利で活動

実は、僕はコンピュータの分野に入る前

はエコノミストで、公共政策に非常に興味

をもってた。そんなこともあって、アメリカ

ではサイエンスやテクノロジーについて、あ

まりよくレポートされていないし、もっとち

ゃんと掘り下げた情報が必要だと思ってた

んだ。だから、PBSだとか、BBCのような公

共性の高い放送組織をモデルに考えたわけ。

実際、僕らのやってることは、PBSとか

CNNとか、ちゃんとしたネットワークと同

じことなんだよ。僕らのところでは「The

North Pole」という番組もあるけど、政府

の情報、下院議員のインタビュー、議会の

中継だとか、そういったプログラムのミッ

クスをやってるわけ。

まぁ、うちは非営利団体をモデルにした

んで、全体的には真面目な内容なんだ。で

も、最初はちょっと大変だったね。「Geek

of the Weekに出ませんか」なんて出演依

頼をすると、「なに馬鹿を言ってるんだ」な

んて言われたこともあったし。（笑）もっと

面倒だったのは下院に話を聞きに行くとき

で、「こんにちは、僕はプレスなんだけど…

…」という具合にプレスカードを見せなき

ゃいけない。プレスカードがないと下院に

入れないし、プレスクラブにも入れないん

で、それをまず手に入れたんだよ。そのた

めには、やっていることがジョークじゃなく

て、本物のメディアとしてやっているんだ

ということをわかってもらわないといけなか

ったから大変だった。

ビジョンに賛同してくれるスポンサーがあった

インターネットでラジオ局を始めるとき

の一番の問題は、政府のほうじゃなくって

お金の問題だったね。もともとインターネ

ットで誰が何をやるかについて、政府は規

制するような権利を持ってない。だから、

こういうビジネスを始めてもいいかという御

伺いをたてる必要はないんだ。

お金の面でうちを支えてくれたのは、サ

ンマイクロシステムズやオライリーやMCI

といったスポンサー。そういったところが基

金を寄せてくれたんだけど、それはなぜかと

いうと、僕らの放送が非常に多くの人に届

くからなんだ。そして、もう1つ重要な側面

は、うまくいけば、僕らがインターネット上

でニューヨークタイムズみたいな大きな存在

になれるかもしれないという可能性だね。

企業にアプローチするときには、社長と

か、技術担当の取締役とかに話を持ってい

ったね。広告ページを買ってるようなマー

ケティングの担当に持っていっても、僕ら

のやってることの可能性なんか、わからな

いしね。たとえば、MCIではビント・サー

フが最初のスポンサー。オライリーだとテ

ィム・オライリー。彼らにはビジョンがあ

るし、僕らのやろうとしていることを理解

してるし、彼らにとっても長期的にみれば

お金になるということがわかってるんだ。

まぁ、インターネットと関わりを持とう

としている人はたくさんいるわけで、たと

えばサンはコンピュータを売りたがっている

わけだし、MCIは回線を売ろうと思ってる。

でも、僕らの役割はグローバルビレッジで

公園の役割を果たすことなわけ。僕らは公

Young Chow

iMCI

White House

Sidwell H.S.

MIT

Kennedy Center

Alternet

U.S.Capitol

MCI-WTN

RT-FM

National
Press
Building

T3 (45Mbps)
T1 (1.544Mbps)

T1 (1.544Mbps)

T1 (1.544Mbps)

MAN (10Mbps)

Wireless (1Mbps)

Wireless (1Mbps)

5Khz Audio

5Khz Audio
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共の情報を提供するわけだし、それはほか

のところでは手に入らないんだよね。

メディアとしての成長には

パブリックな情報が不可欠

歴史的にいうと、人は学校だとか図書館

だとか、そういった公共的な施設がないよ

うな街には集まってこない。つまり、僕ら

のような公共的な情報を提供するサービス

がないと、結果的にインターネットには人

がやってこないってことなんだよ。もしイン

ターネット、というか新しいメディアがご

く普通の人にまで普及するとすれば、その

ためにはパブリックなものが必要なんだ。パ

ブリックなリソースを提供する組織がある

からこそ、結果的にインターネットはみん

なが使うものになる。ケーブルTVの世界で

いえば、CNNがその役割を果たしたことに

よってケーブルTVが広がっていったように、

僕らのようなチャンネルがあればこそインタ

ーネットも広がっていくと思ってるんだ。

ルールを守り権利を主張する

権利関係をクリアしたものをネットに載

せるっていうのがうちの姿勢なんだ。そう

いったことが、インターネットをきちんとし

たメディアとして成り立たせるには是非と

も必要なことだと思ってる。これには結構

大変なネゴシエーションが必要なんだけど、

ちゃんとしたやりかたをすれば大丈夫だよ。

基本的には、上院にアクセスするには、上

院のルールを読んで、自分たちがちゃんと

したメディアだということを証明する。企

業にアクセスするときは、自分たちがちゃ

んとした広告メディアであるということを

アピールして……という具合にやっていけ

ば、結構うまくいくものなんだ。

音楽については、ちょっと大変だけどね。

BMI（Broadcast Music Inc.）とかASCAP

（American Society of Composers, Authors

and Publishers）という団体があって、そ

こが著作権関係の権利処理をやってるんだ

けど、僕らはもう1年もそこと交渉してる

よ。僕らはお金を払おうとしてるんだけど、

彼らは受け取ろうとしないんだよ（笑）。ど

のくらいが正当なレートなのかを決めよう

としているんだけど、もうすぐ片付くと思

うよ。実際、彼らには許諾する権利はあっ

ても拒否する権利はないんだからね。
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hマラムッド氏によれば、米国の非営利団

体は以下の点で営利団体と異なるという。

公共の福祉を目的として他からの基金で

設立されるものであって、その資産は売却

することができない（ただし、他の非営利

団体に寄付することは可能）。

こうした点から見れば、彼のいう「スポ

ンサー」とは、非営利団体が行う公共のた

めの福祉活動に賛同し、活動資金を提供

する者ということになる。もちろん、株式

配当もないしキャピタルゲインもないわけだ

から、投資行為ではありえない。しかし非

営利団体の選択さえ考えれば、その活動を

通して結果的に企業イメージの向上や宣伝

活動を行うことができるから、通常の宣伝

活動と比べても遜色のない効果が得られる

ことも多い。この点、マラムッド氏とその

スポンサーはまさに正しいメディア（商行為

が行われる以前のインターネット）を選ぶ

という先見の明があったといえるだろう。

最後に、彼の話には出てこなかったが、

日本では多くの場合、公益法人を運営する

者はその生活を営めるほどの収入を得られ

ない、つまり収入をアテにしてはならない名

誉職的地位を強いられるのに対して、米国

の非営利団体では十分な収入を得ることも

可能なようだ。

a編集用機材とワークステーション

dインターネット・マルチキャスティング・
サービスは中華料理屋の2階と3階

dナショナル・プレスセンター・ビル

新時代の公共セクターを拓く米国の非営利団体

●
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「食事やお茶をしながらインターネットに

アクセスできる！」なんていう、インターネ

ットマガジンの読者であれば、たまらないお

店がサンフランシスコにあった。お店の名前

は「ICON Byte Bar & Grill 」（いかにもっ

ていう感じの名前だ）。WWWサーバーもあ

がっていてメニューも見えるので、知ってい

る人もいるかもしれない。

私たちがこの店に着いたのは、平日の昼

すぎ。それでも30席くらいある店内は8割

くらいの入りだ。実際、インターネットカ

フェというのだから、各テーブルにマックや

ウィンドウズなんかのマシンが置いてあって、

WWWにアクセスしたり、電子メールを読

んだりできるのかと思ったら、ちょっとイメ

ージは違った。店の真ん中に1台だけ、マ

ッキントッシュ（たぶんQuadra800）とイ

エローページが置いてあるだけで、使いたい

人は勝手にそこに行ってアクセスするとい

う具合だ。店内もなんとなくサイバーな感

じの内装で、「きっとここの店長が好きなん

だよ、パソコンが」っていう店だ。

お客さんは「オタク」な人が多いのかと

思いきや、ネクタイした人たちがランチを食

べていたり、ときどき学生っぽいグループが

入ってきたりと、意外と普通。隣のテーブ

ルでは、環境問題について話しているビジ

ネスマンがいたりして。みんな時々マックの

ところに行って、WWWを動かしたり、

TELNETしてみたり。でも、なんか目的が

あってやっているっていうよりは、試しにや

ってみるっていう程度。

場所は、サンフランシスコのユニオンス

クエアからタクシーで10分くらいのところ。

サンフランシスコに行った際には、寄って

みると話題にはなる。ちなみに、ここのハ

ンバーガーはおいしかった。

jhttp://www.matisse.net/files/bytebar

.menu

サンフランシスコでも、観光ポイントか

らはずれているので、あんまり日本人も行

かない博物館「EXPLORATORIUM（エ

クスプローラトリアム）」。ここでは、なんと

インターネットを展示しているのだ。日本

風にいえば「科学博物館」といったところ

で、微生物や人体のしくみをはじめ、気象、

科学技術についての展示もある。展示室の

作りは比較的古く、最先端のものがあると

いうイメージではないが、なんと2階に行く

と、そこはマルチメディアプレイグラウンド

という3月までの企画を開催していたのだ。

インターネットの展示ブースは、円卓が

1つあり、そこに10台くらいのマックとウ

ィンドウズマシンが置いてある。そこでみん

な好き勝手にWWWやTELNETを試せる

のだ。もちろん、詳しく説明をしてくれる

お兄さんもいて、わからないことには親切に

答えてくれる。そして、もう1つの展示は、

CU-SeeMeだ。ご存じない方のために説明

しておくと、このCU-SeeMeは、インター

ネットを使ったビデオ会議システムだ（詳

しくは本誌147ページ参照）。ここでは、こ

の画面をプロジェクタで大きく表示し、カ

メラの前に座って世界中の人とチャットが

できる。この日は博物館のオペレータの女

性が米国コーネル大学の人とチャットして

いたが、だれでも操作できるようだ。外部

とは1.5Mbpsでつながっているとのこと。

さすがアメリカである。日本でもどこかの博

物館でこのくらいの展示をしてくれると面

白いのだが。

ちなみに、ユニオンスクェアからはタクシ

ーで15分くらい。帰りは、ほとんどタクシ

ーが拾えないので、トロリーバスで帰ってこ

なければならないので要注意。

jhttp://www.EXPLORATORIUM.edu/

サンフランシスコに本場のインターネットカフェを見た！

博物館でもインターネットでCU-SeeMe！

g

g

HOT POINT
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災害時のパートナーシップをめざして

FEMA（米連邦緊急事態管理庁）は

1979年、カーター政権の時代に創設され

た大統領直属の独立機関で、職員数は

2700人です。各省庁から大統領にばらば

らに入っていた緊急時の災害情報を一元化

するのが設立の狙いでした。災害時には大

統領と直接連絡をとり、災害情報の集約

はもちろん、各関係機関との調整を行いま

す。また、大統領を通じて各省庁や軍、州

に救援の指示を出すことができます。下部

組織として、火災関係を統括する組織や消

防アカデミー、洪水や犯罪保険、それに危

機管理の研究所などがあります。

FEMAのゴールの1つは、災害時におい

て地域の人々と強いパートナーシップを築

くことにありますから、その意味では、あ

らゆるメディアを通じてよりよいコミュニケ

ーションをとるということが重要です。そ

こで私たちはさまざまな情報システムを利

用して、そういう目的を達成しようとして

いるわけです。

広報と通信業務に活用

FEMAはインターネット上で「緊急＆公

共情報システム」というタイトルのWWW

のページを提供しています。ここの責任者

は、インターネットを含む、一般に流れる

情報のすべてに責任を持っており、災害の

P R O F I L E

FEMA（米連邦緊急事態管理庁）は、核戦争に備える態勢づくりを主な目的として、1979年

に発足した連邦政府機関。しかし、冷戦の終結とともに、地震や洪水などの自然災害発生時

に、連邦政府や自治体、赤十字などの行う緊急対策の司令塔として機能するように再編された。

ワシントンに本部があり、全米各地に地域事務所が置かれている。フルタイムの職員が2700名

いるほか、4000名の緊急出動職員がいる。昨年1月に起きたロサンゼルス地震や今年のカリフ

ォルニア洪水でも、現地で緊急対策の指揮にあたった。今年の2月、ＦＥＭＡの最高責任者ジ

ェームス・ウィット長官が阪神大震災の被災地視察のため来日したのは記憶に新しい。

jhttp://www.fema.gov/

危機管理に活かされるインターネット

【米連邦緊急事態管理庁】
情報システムエンジニアリング・ディレクター：ゴードン・フラートン氏

情報やプレスリリース、あるいは地震対策

などについての情報を流すわけです。

これはFEMAが一般に配布しているカー

ドですが、WWWのアドレスやファック

ス・オン・デマンドの番号が書いてありま

す。ファックス・オン・デマンドは、ある

会社のものを契約して使っていますが、全

部で45回線あります。また我々は、地元

の放送局に災害情報を電話や56Kbpsのデ

ジタル線で提供する「FEMAラジオ・ネッ

トワーク」を持っているんですが、その番

号も書いてあります。

インターネットは広報以外の目的にも利

用されています。ノースリッジに地震災害

が起きたときには、JPL（ジェット推進研

究所）からインターネット経由で現地の衛
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星写真を取り寄せ、GIS（地理情報システ

ム）にオーバーレイして、地域で救助活動

に従事する人たちに提供しました。

なんらかの災害でFEMAが出動するたび

に、インターネットの利用状況は2倍にも3倍

に増えています。ちょうどインターネットの普

及率と同じような伸びを示しているわけで

すね。ただ、問題なのは、災害時にも生き残

ることのできるネットワークとしては、公衆

回線経由のインターネットに完全に依存し

てしまうことができな

いということです。

ノースリッジの場合

は、インターネットが

うまく働いたと思いま

すし、神戸での地震

でも各地の大学のサー

バーへ情報の問い合わせがあって、うまく

機能したと聞いています。しかしながら、

フロリダ州のハリケーン・アンドリューの

場合などは、20マイル四方にわたって大規

模な災害が起こったわけで、そういったと

ころにインターネット・コネクションは望め

ないわけです。

非常時は自前のT1リンクを用意

我々は被災地に出かけるときは、自前の

コニュニケーションシステムを持っていきま

す。サテライト・ディッシュ（衛星通信用の

パラボラアンテナ）を積んだテレビ中継車の

ようなトラックがあるんですが、これはテレ

ビの中継ではなくT1（1.5Mbps）リンクを

張るためのものです。そこで衛星を使って

T1コネクションを張り、その上で800番通

話を使ってインターネットプロバイダーにア

クセスするわけです。そういうチームが全米

に6つあります。全部がトラックで移動す

るというわけではなく、Kuディッシュ（Ku

バンド用パラボラアンテナ）や小型のPBX

装置（交換機）などを入れたトランクを持

って、飛行機で被災地に飛ぶこともありま

す。小さいボックスを2～3個とKマートで

買えるような小型の発電機。これで被災地

にT1コネクションを張り、T1を24チャン

ネルに分割し、それをボイスチャンネルとデ

ータチャンネルに振り分けるのです。

情報公開に生かされるインターネット

NIIのことはご存じだと思います。連邦

政府の発行したNIIの報告書の中には、特

にインターネットについての記述があると

いうわけではないんですが、コミュニケーシ

ョン能力を高めることの重要性がうたわれ

ています。この意味から、FEMAでもイン

ターネットの利用を積極的に考えています。

たとえば現在、地方の小さな町の消防署

には、あまり大した設備はないんですが、

こういうところでもモデムを使ってインター

ネット経由でサーバーに入れば、緊急事態

に必要な訓練を受けることができるように

もなるわけです。FEMAはメリーランド州

のエミッツバークに研究機関と訓練所を持

っていて、ここに緊急事態管理の情報が集

約されています。

また、ここには消防関係の教育機関もあ

って火災に関係する大量の情報を持ってい

ます。将来的には、こうしたすべての情報

をインターネットに載せますから、一般の

人々が見られるようになるでしょう。イン

ターネットなら、ユーザーはいつも最新の

情報を引き出せるわけですし、これは大き

なコスト削減にもつながると思いますね。

チームワークを支えるコミュニケーション

現在我々は、FEMAの職員がPCMCIA

カードタイプのモデムのついたラップトップ

コンピュータを使って、ダイアルアップで

ここのサイトにアクセスできるようにしてい

ます。WWWを利用すればドキュメントや

図面など、マルチメディアな情報にアクセ

スできますから、かなり効果的な活動がで

きると思います。

FEMAで働いている人は、教育も職業の

経験もばらばらです。でも基本的には、他

人の面倒をよくみる人たちです。そんな資

質は、トラブルが起こったときに非常に大

切なことなんですよ。エンジニアもいます

し、テレコミュニケーションの専門家もい

ます。土木技術者もいます。また、ジャー

ナリストだった人もいますし、テレビのデ

ィレクターやレポーターだった人もいます。

我々の責任の範囲は広範なので、それだけ

多様な人間がそろっているわけです。そう

した様々な人間からなるチームをきちんと

動かすためにも、コミュニケーションの役

割は大きいですね。

hFEMAが使っている『Kuバンド』とは、

通信衛星用に割り当てられている周波数帯

の呼称で、広義には10.6GHz～15.7GHz

の周波数帯を表す。日本サテライトシステ

ムズや宇宙通信といった民間通信衛星事業

者は、この周波数帯を使ってサービスを提

供している。

FEMAのように、衛星通信から800番通

話（日本での0120番通信、つまりフリー

ダイアル）をするということは、国内では

専用線と公衆回線を接続して通信すること

が法的に禁止されているためにできなかっ

た。しかし、この4月より許可される方向

で検討されている。

通信衛星以外にも、数年前の湾岸戦争

時に、CNNの記者が記事を送るのに使っ

たということで有名になったインマルサット

という海事衛星もある。インマルサットを

使う通信機器としては、米国ではNECが

販売しているようだ。ある雑誌では『砂漠

からも使えます』というコピーで宣伝して

いるのを見たことがある。

Kuバンドとは？

●
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互いに学び合う共同研究の場

私どものセンターは去年の6月からNTT

と共同で、インターネットの応用について

の研究や、インターネットに関係する技術

の共同事業を進めていますが、今後も多角

的に研究を続けていきたいと思っています。

スタンフォードとNTTは、非常に密接に1つ

のチームとなって人と技術を提供し合って

います。NTTはスタンフォードの学生にサマ

ージョブを提供していますし（笑）、すべて

のデータベースと情報は共有しています。

とても友好的にやっています。

私は日本でビジネスの経験もありますし、

ビジネス文化を教えた経験もありますので、

文化の違いというものはよく知っています。

そういう立場からみても、ここの学生にと

ってNTTのマネジャーや社員と作業をする

ことはとてもよい体験になっていると思い

ます。みな、お互いから学び合っています。

我々は日本人のビジネスのプロセスに、彼

らはアメリカ流のブレインストーミングの仕

方や、あまり日本ではないことかもしれま

せんが、会議で相手と徹底的に論争するこ

となどに刺激を受けているようです。

継続する文化交流をめざして

このプロジェクトのもう1つの側面に、そ

れが典型的なスポンサー付きのリサーチと

は違うということがあります。そうした研

P R O F I L E

スタンフォード大学の日米技術経営センター（US-Japan Technology Management Center）

は、日本における先端技術の研究開発状況について、学際的な研究・教育活動を行うためのセ

ンターとして1992年に設立された。研究テーマの中には、日本のコンピュータ、ネットワーク

技術、日本語・英語間の機械翻訳、日本のビジネスカルチャーなどがある。同センターのWWW

サーバー“Japan Window”では、日本のビジネスに関するさまざまな情報を提供している。

jhttp://fuji.stanford.edu/

jhttp://jw.nttam.com/HOME/index.shtml/

新しい民間外交の場を提供

【スタンフォード大学日米技術経営センター】
アクティング・ディレクター：リチャード・ダッシャー氏

究では、たとえば6か月の期限がついたり

するわけですが、少なくともコンピュータ

がつながっている限りは、我々の研究は永

続的なものです。

NTTとスタンフォードの共同研究を始め

るにあたっては、どちらも自分の組織を説

得しなければなりませんでしたが、知識の

伝達を使命とする教育者として、我々がこ

のプロジェクトを始めたことが正しかった

ということには疑いの余地はありません。

情報の所有権、情報の正確さの責任など

の問題も含むからです。それに、これは研

究であると同時に継続的なサービスでもあ

るのです。

私が強調したいことは、これがビジネスチ

ャンスを広げるためのものではないというこ

とです。「ジャパンウィンドウ（Japan Window）」

はスポンサー付きの学術研究の新しいモデ

ルを示しているのです。我々は新しい技術

によってユーザーと情報提供者とを結びつ

けようとしているわけですが、中には新しい
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ビジネスチャンスを求めて「ウィンドウ」に

やってくる人もいるかもしれません。しか

し、私たちの関心は日米の文化的側面とユ

ーザー相互の交流なのです。そこがコマー

スネットなどと違うところです。

アメリカ人がつくる日本情報サーバー

「ジャパンウィンドウ」がユニークな点は、

それが日本人ではなく、アメリカ人ユーザー

を意識して作られたという点です。WWW

ではかなり自由なことができる反面、しばし

ば、焦点が定まらなくなる危険もあります。

情報の発信者が意図したとおりに情報が利

用されなかったりするわけです。そこで、ユ

ーザー委員会というものを設置し、ユーザ

ーと日本の情報提供者が向かい合って、実

際にどのような情報が必要か討議できるフ

ィードバックの場を提供しようと計画してい

ます。これはとても大事なことだと思います。

このプロジェクトで開発されたものとし

ては、日本で行われる会議やイベント、ビ

ジネスショーなどのカレンダーがあります。

学生にとっても、日本でのインターンシッ

プ（企業研修）などをトピック、実施月、

キーワードなどで検索できるのは、とても

便利なことでしょう。カレンダーについて

は、誰でも書き込みが可能です。もしあな

たが「ジャパンウィンドウ」のメンバーに

登録してパスワードがあれば－－これは無料

なのですが－－自分のイベントを宣伝するこ

ともできるんです。

もう1つは、WWWサイトを通してユー

ザーの追跡調査を行い、そのユーザーのた

めに情報をフィルタリングすることです。た

とえば、日本の化学と物理に興味のあるユ

ーザーは、そう登録しておけば、マウスを

クリックするだけで、サイトの全ページで

はなく、興味のあるページだけ表示できる

のです。最近のWWWの問題点は、サイト

の数と情報が多すぎて、自分の目的とする

ものを見つけられなかったユーザーが二度

とそこに戻ってこなくなるということです。

興味の対象を絞り込んであげることにより、

より魅力的なサイトになるわけです。

インターネットで民間外交

一方、私たちはCU-SeeMeも実験して

います。私個人は授業への導入のアイデア

を練っているところです。ビデオ会議や遠

隔授業のためのCU-SeeMeとWWWの利

用研究も、大きなテーマの1つです。

CU-SeeMeの実験を行うに際して、日本

では野村総研、エコシス、大学では慶應大

学などにコンタクトをとりました。ヨーロ

ッパからの参加もあるんです。昔の外交は

手紙だけだったのが、電話や電報が発明さ

れてずいぶん変わりましたよね。外交官の

役目は、外国の状況を自国の政府に正し

く報告することでした。でも、今ではイン

ターネットで直接、民間外交ができるんで

すね。アメリカの議会と日本の国会は、直

接話をすることができます。日米間には問

題はいろいろありますが、この機会を見逃

さないほうがいいと思いますね。

h『インターネット上のマルチメディア・アプリケーション』という

副題がついたこのコンファレンスだが、『インターネット上での商売』

という印象が強い。

まずは、EITのジェイ・チャールズ・ウエバー氏によるスピーチが

行われた。ここではインターネットに関連する様々な「数値」が紹

介された。一例を挙げてみると、コマーシャルドメイン数が26,000

を超えた、モザイクのライセンス数が12,000,000を超えた、NSF

バックボーンでのHTTPのトラフィックが電子メールのトラフィック

を超えた、CyberPizzaの売上枚数は平均2枚～10枚/週である、

インターネット接続されているコーラの販売機は9台であるなど、イ

ンターネットの驚異的な成長を裏付けるデータとともに、様々な利

用法があることを感じさせらせた。

また、業界の有名人らによるキーノートスピーチもあった。最初

は、マーク・アンドリーセン。いわずと知れたNCSA モザイクの開

発者である。彼が現在所属しているネットスケープ社のオンライン

ショッピング分野への取り組みについてであった。昨年はMCIと共

同でオンラインショッピングを開始したが、今年はコミュニケーショ

ンベンダーと緊密な関係を築いていくというアナウンスがあった。

また、デジキャッシュ、サイバーキャッシュ、FVHの各社がそれ

ぞれ提供しているデジタルキャッシュの機構についての説明があっ

た。参加者からの質問には、テロなどの物理的破壊による脅威や実

際のお金（ドル、円）との交換レートがどのようになるか、また、

インフレやデフレに対する対応など、切実な不安が多く寄せられた。

すでにいくつかの銀行と利用が開始されている。

現在、標準化についての話題の中心はHTML、HTTPの拡張に

よる認証や暗号化などのセキュリティだが、それ以外のHTTP拡張

のポイントは、パフォーマンスを向上させることにある。現在の

HTTPはTCPコネクションのためのセットアップがボトルネックとな

っている。そのため次世代のHTTPでは、非同期メカニズムを採用

して、単一コネクション上で並列処理が可能になる予定である。

Web Worldコンファレンスレポート

●
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太平洋のこちら側

10時間ほど小さな座席に閉じ込められ、

時差ボケのまま成田に着いた我々が見たの

は、まるで地方空港にジャンボ機が3機も

到着したような混雑。長蛇の列に大人しく

並び、入国審査手続きを待ちながら話し合

った。

「ひどいね、これは」

「これだけ待ってるのに、どうしてブース

を開けないのかな」

「昔からぜんぜん改善されないね」

「後進国もいいとこだね。社会主義の国

みたい」

「日本って、本当に官僚国家なんだな」

そのうち話は、サンフランシスコのホテ

ルで見た日本のスポーツニュースになった。

そのプロ野球のキャンプ・リポートは、チー

ムが列を組み、チャゲ＆飛鳥の「ヤ・ヤ・ヤ」

に合わせてランニングするところから始ま

る。次に投球練習となるのだが、ボールを

受けるのはヒトではなく、体操用のマット

なのだ。そして、そのマットの真ん中には、

なんと、大きく“気”と書いてある！

「あれって、すごいもんだと思ったけど、

日本で見てたら当たり前なんだろな」

「いちおう自主トレなんだっけ？でも、野

球って楽しいもんだって気がしないね」

「なんで、すぐ訓練になっちゃうのかな？」

「ああいう、全員で気合いってとこにハマ

るのが充実感なんじゃないの」

「う～ん、なんか自己喪失っていうのは

楽なんだな」

「戦争に負けたとき、ソ連に占領されな

くて本当に良かったね。そうなってたら、

すごい全体主義国家になってた」

「確かに。気合い入れちゃうしね」（笑）

そこで気の抜けた我々はしばらく黙って

いたが、そのうち1人が言った。

「よし、決めた。絶対英語うまくなるぞ！」

インターネット楽観主義（オプティミズム）

数日後TVでニュースを見ていたら、阪

神大震災で被災した作家の藤本義一氏が

出演していた。彼の話によれば、西宮市の

年間災害対策予算は1人当たりわずか100

円だという。

私は、昔友人から聞いたベンツの話を思

い出した。彼によれば、あのクルマが頑丈

なのは乗る人間に金がかかっていて、他の

人間と取り替えが効かないからだそうだ。

事故にあっても、ケガをされると困る。死

なれると、もっと困る。だから頑丈、という

発想。そして片や、1人当たり年間100円？

★

これまで我々は、さんざん危機感に煽ら

れ、国民一丸となって“気”に球を投げて

きたのではないか、という気がする。頑張

って経済大国になったのはいいけれど、そ

のために削られた大事な部分がいま、どん

どん見えてきた。こんないびつな国に住む

我々にとって、インターネットはどういう

意味を持つのだろうか。

今回のインタビューで出会った人々は、

誰もが技術の可能性、ネットワークという

トポロジーの持つ力を確信していた。国や

文化を越えてそれを活かしていく個人の力

を信じようとしていた。楽観的すぎると見

えるかもしれない。しかし、それは「“気”

に球を投げる」という行為を互いに確認し

あうことで、全体の中に個としての意味を

放棄するような態度にはない、堅実な個人

の責任ある行動だ。

インターネットは、全員がすべて同じ方

向を向こうとする社会にではなく、多様性

を認め、個々の可能性の上に新しい世界を

築こうとする社会にこそふさわしいのでは

ないかと、あらためて思う。

インタビューした人々から学ぶことがあ

るとすれば、インターネットの1つのノード

（=結束点）としての自分の存在感を着実

に築いていくことだろう。しかも、あくま

でもオプティミスティックに……。

「日本のインターネット」より「一人ひとりのインターネット」
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